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1.　緒　　　　言

近年，エネルギー源のバランス変化や窒素酸化物などの
大気汚染物質の発生が少ないことから，液化天然ガス 

( LNG ) への依存度が高まっている．このような状況下で
過去に建設された LNG プラントが高稼働率で運転を続
け，部品や機器の更新時期を迎えている．タンク本体や周
辺機器はもとより電気・計装設備も例外ではない．
本稿では最近更新時期を迎えた中国電力株式会社柳井発
電所（山口県）の計装機器の更新工事の状況と，今後の
工事でも適用が期待される新工法のあらましを紹介する．

2.　計装変換器盤
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する必要がある．
4. 1
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換器盤）を示す．
ただし，最初に既設盤内の機器を取り外し・撤去し，そ
の後新設の機器を取り付ける「スクラップ・アンド・ビ
ルド方式」であるため，万一，新設機器に不具合があっ
た場合には，既設側に戻して運転することができないリス
クのある方法でもある．
そのため，関係者一丸となって設計時点から問題点の洗
出しを行い，工場検査の段階までにすべての問題を解決し
て，出荷できるよう努力している．
なお，払出設備や貯蔵設備のように冗長化されている計
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